
教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 読解力の育成

〇授業者による説明や発問を通じて、

筆者の主張や小説の主題を読み解く能

力を育てる。

〇ロイロノートやプリントを活用して

問題演習を行う。

〇授業者や級友の作成した解答を読

み、解答作成能力を養う。

Ａ…７０％以上の生徒が「８０点」以

上の解答を作成することができる。

Ｂ…５０％以上の生徒が「７０点」以

上の解答を作成することが出来る。

Ｃ…３０％以上の生徒が「５０点」以

上の解答を作成することができる。

Ｂ

〇コース（クラス）による学力差が大

きく、力が伸びた生徒とそうでない生

徒との差が顕著であった。

〇ＩＣＴの活用はそれなりに行えた

が、文章での解答作成及び解答共有

等、より効果的な活用が目指せると思

われる。

〇大学入試対策や模試対策が不十分で

あり、十分な結果を残すことができな

かった。

② 言語事項の習得

○文法事項や古文単語、漢文の用字や

句法、あるいは現代文で重要な語句、

さらには漢字の知識を育成する。

Ａ…８０％以上の生徒が一通りの言語

事項を習得している。

Ｂ…６０％以上の生徒がそれなりの言

語事項を習得している。

Ｃ…５０％以上の生徒が最低限の言語

事項を習得している。

Ｂ

○課題や小テストへの取り組み状況は

概ね良好であり、多くの生徒の能力向

上が図れたが、一部の生徒への対応が

不十分であった。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

学校評価における部門評価
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弘

中

　

洋

志



教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 基礎学力を育み，学習意欲を高める

〇小テストなどを実施して生徒の理解

度を把握しながら、理解度を高めるよ

うに授業を工夫する。

〇適切な量のホームワークを課し、家

庭学習の姿勢を育む。

〇多彩な資料を準備しＩＣＴをフル活

用して，教科への興味関心を呼び起こ

す

A…８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B…６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

C…５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B

〇全クラスで小テストを実施すること

ができなかった。また、高校では自主

的取り組みを重視し、あまり宿題は課

していない。

〇全クラスでICTを活用することができ

ており、授業を効率的かつ効果的に展

開し、興味関心を示してもらえるよう

努めた。

②
大学入試に適応できる確かな学力を

養成する

〇入試を意識させるため、模試や大学

入試過去問などにチャレンジさせる。

〇入試を見据え，計画的に知識を蓄積

させる。

〇大学入試に対応するために、必要に

応じて課外を実施する。

A…８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B…６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

C…５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

A

〇入試対策が必要な教科については、

毎授業過去問に取り組み、理解を深め

ることができた。

〇生徒の要望に合わせて課外を実施

し、大学入試に適応できる学力を養成

できるよう努めた。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

学校評価における部門評価

社

会

広

木
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 分かる授業の展開

〇　小テストなどを実施して生徒の理

解度を把握しながら、理解度を高める

ように授業を工夫する。

〇　教科への興味関心を呼び起こすた

め、タブレットなどＩＣＴ機器を活用

を工夫する。

○　生徒の主体的・対話的な深い学び

の実現のため授業を工夫する。

A…８０％以上の生徒が授業を肯定的に

評価している。

B…６０％以上の生徒が授業を肯定的に

評価している。

C…５０％以上の生徒が授業を肯定的に

評価している。

Ｂ

授業アンケートの結果や普段行ってい

るチェックシートの結果より判断し，

70％以上の生徒が数学の授業に満足し

ている。

② 基礎力・応用力の育成

○　日々演習にきちんと取り組むよう

指導し、高い提出率の維持に努め

る。。

○　放課後などを活用し、補習（質問

会・勉強会）を実施し、基礎学力の向

上を図る。

○　過去問などの演習を行って，入試

に対応できる応用力を身に付けさせ

る。

A…８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B…６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

C…５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

Ａ

日々演習は提出状況により判断し，そ

の他は生徒の状況や定期試験，模試の

結果より判断し，80％以上の生徒が目

標を達成できている。

数

学

吉

村

武

志

学校評価における部門評価

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）



教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
自然の物事・現象を論理的に

説明できるようになる

〇　基礎学力の向上と、主体的な学び

の姿勢を生徒に身に付けさせるため

に、予習と復習を習慣付けられる課題

を配布する。

〇　実験方法や結果をもとに、自然の

事物や現象を質的・量的な関係や時間

的・空間的な関係から説明できるよう

に授業を工夫する。

A…８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている


B…６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている


C…５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B

〇日々演習や授業中の課題は、提出率

が８割を超えている。しかし、定期試

験の結果が、優れないクラスがある。

〇試験の記述問題の正答率は高かっ

た。しかし、実際の自然現象の中から

法則性を生徒自らが見出し、そのこと

を他者に伝えるまでには至っていな

い。

②

自然の事物・現象を科学的に

探究するための資質・能力を

身につける

〇　生徒に「探究の方法」を習得させ

るために、自然の現象から疑問を見出

し、仮説を立てて検証する「探究」の

プロセスを授業へ積極的に盛り込む。

〇　自然の事物・現象に対する概念や

原理・法則の理解を図るために、観察

や実験を行い、得られた結果を比較し

たり、関連付けたりできるよう、授業

をデザインする。

A…８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている


B…６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている


C…５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている

B

〇中学においては、実験結果をもと

に、実験の改善ができた。高校は、実

験を授業に盛り込めなかった。これら

の差異は、実験時間数にあると考え、

高校おいては、科学探究等の科目を通

して、生徒の科学的思考力を養ってい

く。

理

科

中

川

大

介

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

学校評価における部門評価



教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
積極的に運動に親しむ資質や

能力の育成

○個人の授業記録により、自身の成長

や能力を客観視させる

○iPad等のICT機器を活用した協働的な

学習

○シラバスの整理（男女別授業、使用

施設等の再検討）

Ａ80％以上の生徒が目標を達成できて

いる。

Ｂ60％以上の生徒が目標を達成できて

いる。

Ｃ50％以上の生徒が目標を達成できて

いるとは言えない。

A

自身の記録を視覚化することで、具体

的な目標を立て、積極的に取り組むこ

とができた。また、ペアで記録させた

ことでお互いを励まし合いながら取り

組めた。

②
生徒の安全を重視した授業の

確立

○熱中症対策（水分補給、帽子の着用

等）

○担任、保健室、保護者との連携

○常設用具の安全管理（ゴール、防球

ネット等）

Ａ80％以上の生徒が目標を達成できて

いる。

Ｂ60％以上の生徒が目標を達成できて

いる。

Ｃ50％以上の生徒が目標を達成できて

いるとは言えない。

A

普段では経験しない連続運動だったこ

とによる疲労を軽減するためのダウン

を取り入れ、全体で取り組んだ。ま

た、雨天時のぬかるみなどを極力取り

除くことで、けがのリスクを軽減させ

た。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

学校評価における部門評価
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
主体的な音楽活動を通し、音

楽を愛好する心情を育てる。

○基本的な音楽知識の習得。　○主体

的に歌唱・器楽をしようとする態度の

育成。　　　　　○鑑賞・ワークシー

トの活用

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

A

自ら音楽を楽しみ、表現をすることの

楽しさを感じることができた。また、

音楽活動には想像力が不可欠というこ

とを自らが体感できた。

②

主体的な音楽活動を通し音楽活

動で豊かな感性を育む。さらに

専門性を高め、将来の音楽活動

の礎を作り上げる。

○基本的な音楽知識の習得。　○演奏

活動を中心にした授業。

○入試問題への取り組み。

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

A

想像力を使い、生徒達自身で考え、作

り上げたたコンサートは、自分たちの

演奏に今後どう影響するかを理解でき

たことは有意義な授業あった。また、

生徒たちの将来の選択肢に幅を持たせ

ることができたと感じる。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

音

楽
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
○美術の創造活動の喜びを味わ

う。（中学）

○各学年の作品制作を通じて、丁寧さ

と根気強さと完成する喜びを体験す

る。

各学年の作品が期限内に完成した作品

が、

　Ａ：９割以上の提出

　Ｂ：７割以上の提出

　Ｃ：７割未満の提出

となる。

A

各学年ともに、熱心に作品制作に取り

組んでいる。欠席の多い生徒の作品に

ついては、各担任と連絡を取り合って

いる。

②

○美的体験を豊かにし、将来に

わたり美術を愛好する心情を育

てる。（高等学校）

○作品制作（静物デッサン・ステンシ

ル版画・貼り絵など）を通じて、自己

を見つめ、自然や美術作品に感動す

る。

○美的感覚や価値観を日常生活の中

で、主体的に表現できる。

○自分の将来について進路決定でき

る。

アンケート等を通して、将来にわたり

美術を愛好する心情を育てることが

　Ａ：目標以上の成果を上げた。

　Ｂ：目標に見合う成果を上げた。

　Ｃ：目標に見合う成果に及ばなかっ

た。

A

創作時間の多い学期に向けて、進度状

況と照らし合わせ、教材の選定をし直

した。

美

術

林

　

武

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

４技能型英語教育プログラム

の遂行（高校3年生を除く

高３の場合はこの代わりに模

擬試験における成績の向上）

〇カリキュラムに従った授業を行う。

具体的には以下のことを行う。

・多読（Xreading)

・語彙(Memrise/Quizlet)

・Key sentences/Personal sentences

・生徒の発話を記録させて評価する

○高３の場合は模擬試験における英語

の成績の向上を目指した学習指導を行

う

〇それぞれの課題における生徒の達成

目標

〇高３の場合模擬試験の偏差値の向上

○生徒の目標の達成度が90〜100%：A

80〜90％未満：B

80％未満：C

4領域で　AAAA=SS

AAAB=S AABB=A ABBB=B それ以下C

CはBが２つとみなす

○高３の場合：１学期の模試と最終模

試の間で偏差値が15以上向上=SS 10以

上向上=S 5以上=A 0以上=B それ以下C

A

もっとも重要な４技能の授業という点

では達成度は高い。全校で統一的なカ

リキュラムを作成しており、テストも

一貫性のあるものを作成している。こ

の年度の高３はこの１年間で著しく伸

び、試験が介在するAO、推薦でも成果

を出し、試験入試で大きな成果を上げ

た。

② ICTを用いた英語教育の推進

〇Quizletなど英語科共通で使っている

ICTソフト、プログラムを使う

○英語科共通で用いていない独自のICT

ソフト、プログラムを発見または開発

して授業に用いて、実績を上げる（語

彙学習などに具体的な成果をあげる）

〇使用率

○具体的な成果

○既存のソフト・プログラム使用率

100%=A 90〜100%未満=B それ以下C

○新しいソフト・プログラム使用の実

績

あり=A なし=B ありで実績あり=S

B

これまで使用していたソフトについて

はほぼ100％用いてきたが、新しいソフ

トの開発という点では不十分だった。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）

学校評価における部門評価
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 実践的な授業の充実

○基礎的知識・技術の定着

○ICT機器を活用した教材の工夫

○実習を通じて危機管理能力やコミュ

ニケーション能力を身につけさせる

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ているとは言えない。

A

○授業アンケートの結果や実技テスト

の結果より判断し、80％以上の生徒が

目標を達成できた。

②
地域に根ざした技術・家庭教

育の実践

○行事食や郷土料理など地域特性の理

解

○梅光学院幼稚園と連携した保育実習

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ているとは言えない。

A
○冬季課題、夏季課題から判断し、

70％以上の生徒が目標を達成できた。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 情報モラル教育の充実

〇ニュースなど身近な話題で情報モラ

ルに関係したものがあれば、随時生徒

に提供していく。

〇生徒同士の話し合いを通して、情報

モラルについての理解を深めさせる。

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ているとは言えない。

A

○　授業アンケートからも、情報モラ

ル教育の重要性を生徒自身も十分理解

していると思われる。

②
パソコン操作のリテラシーを

身につける

〇OfficeやMac Book、iPadを活用し、

基本的なパソコン操作の知識を身につ

ける。

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ているとは言えない。

A

○　授業アンケートからも、パソコン

の基本操作を身につけようとする、強

い意欲が感じられた。

情

報

森

田

　

裕

介

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）
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教科 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

福音を聞くこと、知ること、信じる

こと。神と自分と他者と、神の造ら

れた被造物を愛し仕える生き方(キリ

スト教精神)を身に着けること。

授業において、旧約聖書・新約聖書そ

のものを取り扱い、神・人間・人生に

ついて、命の糧、教養を得る。

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

B
試験結果および授業態度、提出物な

ど。

②
聖書、キリスト教文化を理解

し経験すること。

地元の教会の礼拝、イベントに出席

し、信仰生活を中高生のうちに体験す

る。そのレポートを提出する。継続し

て参加するよう勧める。

Ａ　80％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ　60％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ　50％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

A

ほとんどの生徒が教会出席ノートを提

出した。教会に出席しない場合は、山

田ホールの「朝の礼拝」６回分のレ

ポートを提出した。

学校評価における部門評価

宗

教

後

藤

　

献

一

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（教科）



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 基本的生活習慣の確立

〇明るく元気な挨拶の徹底

〇提出期限の徹底

〇自発的な掃除への取り組み

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成

できている。

B

〇挨拶は概ね大きな声で行えるが、来

校者へ声量はまだ小さい

ように感じる。

〇「To Do List」と声掛けを引き続き

行っていくとともに、保護者への協力

を仰ぎ、改善を目指す。

② 学習習慣の確立

〇「日々演習」を通して、学習

の習慣をつける。

〇試験に向けての学習計画を立

て、振り返りを行わせる。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成

できている。

B

〇日々演習の提出状況は改善してきて

いるものの、出せていない者も多い。

タブレットを使った学習記録を導入

し、学習計画を付けらるように促して

いきたい。

〇テスト計画表に時間を書き込

める工夫をすることによって、

生徒の時間管理、計画性を意識

できた。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価

中

学

１

年

嶋

田

　

裕

平



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 学習習慣の確立

〇試験に向けた「学習計画表」作成を

徹底させ、自己の振り返りを行う。

〇「日々演習」に取り組み、弱点の克

服に努めさせる。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

B

○自学の習慣を身につける目的で、試

験毎に「学習計画表」を用いた。今後

は、日々の学習にどのようにつなげて

いくかが課題として残る。

○毎朝の学習として「日々演習」に取

り組ませているが、それぞれ登校して

くる時間等にばらつきがみられるた

め、全員に朝取り組ませることは困難

である。取り組む場合は、8時30分以降

に時間の確保が必要と考える。

②
職業選択に向けて

「視野を広げる」活動の推進

〇「保育園・幼稚園実習」、「小学校

（母校）訪問」、「職場体験」などの

活動を通して、働くことを知り、考え

を深める。

〇「職業調べ」を通して、職種や雇用

形態などの仕組みを学ぶ。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

A

○職場体験を通して、様々な職種（保

育園・小学校・事業所）を経験するこ

とで、働くことについて考える機会を

得て、将来の職業選択の幅を広げた。

また、様々な職種を経験することで、

仕事内容についての比較も出来た。

○働くことについて、中２段階ではあ

るが、夢や今後の見通しを立てること

に繋げる生徒が増えた。仕事に従事す

るまでにどのような進路があるのかを

知っていくことはとても効果的であっ

た。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価

中

学

２

年

俵

　

修

一



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

① 基本的生活習慣の確立

○タブレットでの学習記録の入力をす

る。

○チャイム着席の励行。

○各教科の基本的学習内容の習得を図

る。日々演習の取り組みの徹底。

A　８０％の生徒が実行できる。

B　６０％の生徒が実行できる。

C　４０％以上の生徒が実行できな

い。

B

○タブレットの入力状況を判断材料と

した。入力したものの活用が課題。

○日々演習には取り組んでいる。学習

記録の入力と合わせて、不登校の生徒

への対応が今後考えていかなければな

らない。

②

中学最高学年としての自覚を

し、将来に向けた適切な進路

を考える

○中学最高学年として模範的な学校生

活（言動・服装・提出物・時間厳守）

を送るができる。

○高校進学と高校卒業後の進路を考

え、勉強時間や教科、自学など自分に

必要な環境を整える。

A　８０％の生徒が概ね満足のいく

行動をとることができる。

B　６０％の生徒が概ね満足のいく

行動をとることができる。

C　４０％以上の生徒が存分な行動

がとれない。

B

○他学年と比べて服装は問題ない。生

活面では、言動の荒さや、廊下などで

のマナーなど指導することがあった。

○進路に悩んだ生徒もいたが、目標に

向かって各自勉強に取り組むように

なった。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

中

学

３

年

林

　

武

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
高校生としての生活習慣の確

立

○学校行事に積極的に参加し、協

力する姿勢を養う。

○時間を守る、提出物など、責任

ある行動を身に付けさせる。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成

できている。

B

服装や生活態度の改善ができていない

生徒について、学年だけでなく学校全

体で学校風紀の向上を図る仕組みをつ

くる必要がある。

学習時間が取れているが学力に繋がら

ない生徒に対して、どのように働きか

けていくかが課題である。

②
適性に応じた進路先をみつけ

る

○進路ガイダンスや自己理解と社

会理解を深める。

○模試を活用し、進路決定に向け

た学習計画の実行

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成

できている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成

できている。

B

まだ進路に悩んでいる生徒もいる。ま

た、今の能力に限界を感じ進路を妥協

している生徒もいる。社会の中でどの

ように自己実現させていくかビジョン

を持たせ、その実現に向けて逆算して

学習できるように働きかけていく必要

がある。

高

校

Ⅰ

年

崎

山

　

章

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

基本的な生活習慣の見直し

と、自立意識・協力する力の

育成。

①遅刻・欠席生徒の家庭状況の

把握と情報収集。

②成績不振生徒と保護者面談。

③提出物の徹底。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

B

〇学年全体として行事などへの取り組

みは積極性が見られたが、遅刻・欠席

の多い生徒の改善は難しかった。

〇成績不振者への対応に心を砕いた

が、数名の追試者を出してしまった。

② 適正に応じた進路先の決定。

①学習時間や実技練習時間の把

握と分析。

②進路ガイダンスやオープン

キャンパスをうまく活用する。

③高大連携を成功させる。

Ａ８０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｂ６０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

Ｃ５０％以上の生徒が目標を達成でき

ている。

A

〇高2以外の教員や大学および専門学校

の教員の指導によって、論文を作成し

たり、発表したりすることで生徒自身

が成長を感じている。

〇高大連携を通して、進路変更して大

学進学を考える生徒や、進路先を検討

しなおす生徒がいた。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価

高

校

Ⅱ

年

林

　

久

代



学年 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

最終学年としての意識を高

め、各自の将来をイメージし

充実した学校生活を送る

○学年の一員としての役割を意識し、

学年というチーム意識を育てる。

○学校行事に積極的に参加し、リー

ダーとしての指導的役割を果たす。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が達成できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が達成できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が達成できていない。

A

○学校行事に関する生徒の取り組みは

十分であった

○生活態度の指導は時間を要したが、

生徒支援部と連携し、辛抱強く指導し

た結果、成果が表れた。

②

進路を意識した個別指導によ

り、自己実現に向け個々の能

力の向上を図る

○個人面談をきめ細かく行い、的確な

アドバイスをすることによって適切な

進路指導、能力の向上を図る。

○模擬試験への積極的な取り組みを促

し、データの有効活用し生徒の意識の

変革を促す。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が達成できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が達成できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が達成できていない。

A

○進路に絡めた面談等は各クラスとも

十分実施できたと思われる

○キャリア教育の面では不十分であっ

た。探究活動等を通して、体系的に実

施していく必要がある。

○模擬テスト等における意識の改革は

不自由分であった。

梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（学年）

*達成度は４段階で評価します

高

校

Ⅲ

年

森

田

　

裕

介

学校評価における部門評価



梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（分掌）

分掌名 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

生徒の現状、大学入試に合った教育

課程を編成し、適切に運営する。

○管理職、進路指導部と連携を取っ

て、編成していく。

○出張等で得た情報を教員間で共有す

る。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実行できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実行できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

を実行できている。

B

○教育課程表の提示は終えたが、その

後の動きについての共通理解ができて

いないと思われる。

○年度初め、年度末の引継ぎの際に、

大きな情報の共有が必要となるため、

積極的な利用を声かけが必要である。

②

学校行事や時間割などを適切に計画

し、また、教材備品等の環境を整え

る。

○授業に支障のないように、時間変更

や教材の発注を行う。

○時間割編成時、完成時に必履修科目

を確認する。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実行できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実行できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

を実行できている。

Ａ

○急な事案（チャイムが鳴らないな

ど）についても、対応できた。これか

ら、インフルエンザなどによる教員の

不在も考えられるので、引き続き、連

携を強めていく。

○2020年度の必履修科目の確認は進め

ている。

③

学籍・成績管理に関する事務処理を迅速に行う。○生徒の異動が起きた際、転入試験の

準備、退学関係書類の作成など、迅速

に事務処理を行う。

○Siemsの設定と調整を迅速に行い、成

績処理などを実行する。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実行できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実行できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

を実行できている。

Ａ

○新入生の準備、進級後の登録など、

これから進めていく作業はまだまだあ

るので、教務部で分担して進めてい

く。

学校評価における部門評価

教

務

部

林

　

武

*達成度は４段階で評価します



梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（分掌）

分掌名 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

梅光学院の生徒として自覚ある生徒

を育てる。

○日常生活を振り返り、自省的に自己

の生活を客観視する。○ルールの意味

を考え、行動の規範とする。○規則正

しい生活を送る中で自分にとって大切

なものを考える。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が実感している。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が実感している。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が実感している。

B

学校のあらゆる事が過渡期にあり全体

像を見渡せていない状況がある　確固

としたビジョンを示す必要があると考

える

②

母校愛にあふれる人格を育て仲間と

ともに行動し協力の中にあって「遵

法精神」をそだてる。

〇文化祭・体育祭等の学校行事に積極

的に参加する。○ボランティア活動な

どにも目を向けて校外活動にも参加す

る。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が実感している。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が実感している。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が実感している。

B

学校行事などの急激な変化などでじゅ

んびがまにあわず混乱した場面も多々

あった　そのことにより生徒たちとの

対話に時間をかけられなかった　今後

生徒の周知徹底が先ず何より大切では

ないかと考える

③

知性と品位を兼ね備え、広い視野に

立つ「博愛精神」を養う。自己の将

来を見据えた視野を持つ。

○キリスト教精神を大切に育て、日々

を充実させた毎日を送る。○清掃活動

などに積極的に参加し、奉仕精神を持

つ。○自己の生きる時代全体に視野を

広げ「自己実現」を目指す。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が実感している。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が実感している。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が実感している。

B

キリスト教に根差した教育とは何かを

今一度振り返る必要があると痛感する

生

徒

支

援

部

松

永

　

一

穂

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価



梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（分掌）

分掌名 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

高Ⅲ生徒の希望進路実現を支援す

る。

○高Ⅲ生徒が進路志望を固め、希望進

路に進めるように支援する。

○支援方法は、高Ⅲ生対象の進路相

談、課外授業、個別指導、小論文指

導、面接・プレゼン指導等による。

○FINE SYSTEM、Compass、K-Navi

等の効果的な活用を検討し、生徒保護

者に適切な情報を提供する。

年度末の生徒アンケートにて

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒が希望の進路を実現でき

ている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒が希望の進路を実現できて

いる。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒が希望の進路を実現できてい

る。

Ａ

〇国立AO合格は初（AO,推薦）、また

推薦入試での合格者も増加。個別の面

接練習、小論文指導、プレゼン指導な

どで成果が出たと考えられるが、小論

文指導ができる教員が少なく、一部の

教員の負担が多かったのが課題。

〇進路説明会等は予定通り実施でき、

保護者からの評判も良かった。

〇Compassの活用については学年で共

有できている。

②

生徒の進路実現のために進路検討会

を定期的に実施し、全教員で生徒を

支援する体制づくりをする。

○進路検討会を各学年学期に最低２回

実施する（3学期は1回の年間5回）

○進路検討会の結果に基づき、担任は

クラスの教科担当に注力すべき生徒や

クラスの現状を伝え、成績向上のため

の指導を実施してもらう。

○中学から高校までの6年間の進路指導

計画を作成、または実施の協力をす

る。

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実施できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実施できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

以上を実施できている。 Ａ

〇リスケジュールなどもあったが進路

検討会を実施することができた。こち

らから進路の説明については行ってい

るが、悩んでいる生徒を明確化し、寄

り添う指導体制を今後も整えていく必

要がある。

〇進路検討会を管理職を巻き込めた点

がよかった。

〇進路計画は年間必須模試２回を確定

させ、それに合わせてスケジュールを

組む予定。

③

大学等連携やキャリア教育推進によ

り、生徒の進路意識と学力向上のた

めの環境整備を行う。

○生徒が主体的に進むべき進路につい

て深く考えられるための進路ガイダン

ス、講演会等を実施し、生徒の進路意

識向上を実現する。

○年間の進路ガイダンス、講演会、研

修会、自習室、進路資料室の整備をす

る。

○進路関係の環境を整備し、学校全体

が勉強をする雰囲気になるよう協力す

る。

○夏期課外や個別指導を実施し、学力

向上に効果的な指導を行う。

年度末の生徒・保護者へのアンケート

にて

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上の生徒・保護者が満足してい

る。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上の生徒・保護者が満足している。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

の生徒・保護者が満足している。

Ａ

〇早い段階で進路希望調査をとること

ができた。あとは成績向上のための施

策をうつ必要があるので体制を整え

る。

〇年末に進路指導部での大掃除を２日

間実施。

〇課外については問題なし。来年度は

課外を実施しない予定。

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価
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梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（分掌）

分掌名 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①

ミッションスクールに導かれたこと

により、福音を聞き、神の言葉を聞

く機会を得る

〇毎日の朝の礼拝に出席する

〇特別チャペル・イベントの実施

〇修養会

〇教職員聖書研究会

〇宗教委員(生徒)の充実

〇保護者へのアプローチ

計画力と実行力を問う

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実施できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実施できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

以上を実施できている。

Ａ

毎日の実施、多様なゲスト、賛美。宗

教委員会より司会者の積極的登用、ピ

アノ専攻生徒の奏楽。

②

キリスト教やミッションスクールの

豊かな文化、行事、伝統を体験する

〇入学礼拝・卒業礼拝

〇始業礼拝、終業礼拝

〇花の日礼拝、収穫感謝礼拝

〇イースター、ペンテコステ、クリス

マス礼拝

〇バイブルキャンプ

計画力と実行力を問う

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実施できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実施できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

以上を実施できている。

Ａ

聖劇をはじめとするクリスマスキャス

トに、生徒が自発的に50名応募し、音

楽科と高3で第人数の出演者となった

が、一つの礼拝を献げることが出来

た。練習時間が短かったので、来年は2

学期すぐに募集を始めて備えていきた

い。

③

キリスト教精神・隣人愛を実践する 〇サマリア募金を通して、貧困にある

子どもたちを支援する

〇施設を訪問し、愛を表す

〇ボランティア活動をする

計画力と実行力を問う

Ａ　目標以上の成果をあげ80パーセン

ト以上を実施できている。

Ｂ　目標に見合う成果を60パーセント

以上を実施できている。

Ｃ　目標に見合う成果を50パーセント

以上を実施できている。

B

宗教委員会は、毎月のように中高別々

に、宗教部室に昼休みに集まって、

ミーティングし、奉仕に参加しまし

た。一部現れなかった生徒もいます

が、彼女たちのおかげで、毎朝の礼拝

も、クリスマス礼拝も助けられまし

た。

*達成度は４段階で評価します

学校評価における部門評価
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梅光学院中学校・高等学校　部門評価シート　2019年度（分掌）

分掌名 重点目標 具体的方策 達成基準 達成度 達成状況の診断・分析 責任者

①
生徒に「主体性」「協働性」「創造

性」を身につけさせる。

○生徒が主体的にICTを活用して

学校行事をよりよいものにしていくサ

ポートをする（連絡手段等）。

○生徒が協働してICTを活用し、学校に

付加価値を与えるものを作るためのサ

ポートを行う。（ICT委員会の運営等）

年度末のアンケートにより

A：生徒、保護者、教員の80％の生徒・

保護者が満足している結果が出た場合

B：生徒、保護者、教員の60％が満足し

ている結果が出た場合

C：生徒、保護者、教員の50％が満足し

ている結果が出た場合

B

〇　特定の生徒の主体的・創造的な活

動はみられたが、中には違反アプリを

使用する生徒も見られた。

〇　ICT委員の活発な活動を導けなかっ

た。

②
ICTを用いた授業の導入・定着と授業

外でのICT活用の促進

○教員の授業へのICT導入サポート、研

修の実施と次年度に向けたＩＣＴ研修

の考案

○学校行事、部活動での活用イベント

の企画

年度末のアンケートにより

A：生徒、保護者、教員の80％の生徒・

保護者が満足している結果が出た場合

B：生徒、保護者、教員の60％が満足し

ている結果が出た場合

C：生徒、保護者、教員の50％が満足し

ている結果が出た場合

A

〇　研修は複数回実施。教員へのサ

ポートは適宜行った。

〇　ICT機器の活用の幅が徐々に広がっ

てきている。

③ 校内ICT環境の維持・整備

○教室内のICT機器、教職員の使用する

機器の管理、メンテナンス

○生徒、保護者の質問対応と、ICTに関

するトラブル対応と担当業務の確実な

遂行

年度末のアンケートにより

A：生徒、保護者、教員の80％の生徒・

保護者が満足している結果が出た場合

B：生徒、保護者、教員の60％が満足し

ている結果が出た場合

C：生徒、保護者、教員の50％が満足し

ている結果が出た場合

A

〇　校内のWifi環境の整備・拡張、ICT

機器の管理を徹底。

〇　生徒・保護者への質問・トラブル

対応は適宜実施。大きな問題もなかっ

た。

*達成度は４段階で評価します
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学校評価における部門評価


